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東部第一圏域(片山、池田、野寺、道場)

協議体の愛称：東１ KIND 片山＝Ｋatayama、池田＝Ⅰkeda、野寺＝Nodera、道場＝Ｄoujyou
とういち かいんど

４地区の頭文字を合わせて→KIND 「KIND」英語の意味＝親切心、優しさ、思いやり…です。
か い ん ど

☆「この地、新座に住んで良かった！」と喜ばれるような、KIND 優しさのある地域づくりを目指します！

【 協議体 】

①地域で支え合える、住民参加型「有償ボランティア組織」立ち上げに向けて討議

・活動内容：ゴミの事のサポート(ゴミ分別・ゴミ出し・ゴミ当番)

・サポートの体制を整える：活動のルールを決める（目的、業務、運営方法…等）

・テスト地区から活動を開始できるよう、周知方法の検討

東部第二圏域(畑中、馬場、栄、新塚)

【 協議体 】 今月の東二よつばの会は参加人数が集まらなかったため中止とさせていただきました。

１２月の開催は、２６日（木）の予定です。

東二よつばの会のメンバーでもある、「就労継続支援B型事業所 ここから」主催の「第１回ここからバザ

ー」が１１月３０日（土）に開催されました。「就労継続支援B型事業所 ここから」は、今年４月に開所され

たばかりの障がいのある方の就労支援施設で、馬場集会所の近くにある施設です。

多くの地域の方に「ここから」を知ってもらいたいという思いから開催されたそうです。バザーの品物も豊

富で掘り出し物が多いと感じました。施設内の休憩スペースでは、すいとん・キノコご飯・にんじんケーキ等

おいしい軽食が食べられました。来年の開催も検討してくれるとのことで、来年もバザーの品物やボランティ

アスタッフが多く集まり、より多くの地域の方々に知ってもらえたらと思います。

西部圏域(本多、あたご、菅沢、野火止１～４丁目、西堀、新堀)

【 協議体 】 テーマ「高齢者・子育て世代の孤立問題」

10月の協議体で孤立に関する支援システムを作ってはどうかとのご意見がありました。。

そこで、11月の協議体で具体的かつ実現可能な活動を考えるため、実際の事例を３つ用いて「自分たちだったら

何ができるか」を検討しました。

検討した事例は下記のとおりです。

①子育て支援センターを利用する子育て世代の悩み

②子育てをしている兼業主婦の体験談

③学校、子どもに関わり合いのある参加者からの情報

次回は高齢者の孤立問題について事例を用いて検討します。

１１月の活動報告

今年も残りわずかです☆☆

めっきり冬らしくなり、太陽が顔を出すと、嬉しく感じる時期になりました。

今年５月に「令和」が始まり、やっと令和という年号に馴染んだかと思ってい

たら、あっという間に令和元年が終わろうとしています。今年は皆さまにとっ

てどのような年でしたか？

来年も健康で楽しい年になるように願っています。良いお年をお迎えください。



南部圏域(石神、栗原、堀ノ内)

【 協議体 】 ※１１月は2回開催しています。

地域の中で気軽に集まれる場所として、令和２年2月開設を目指して話し合いを進めています。開設時間

を長めに設定することで、より多くの人が気軽に立ち寄れて、ホッとできる場所にしていきたいと思っていま

す。開催日程、内容が決まりましたら、お知らせいたします。

【 その他 】

11月１１日（月）に富士見市水谷東安心まちづくり協議会「水谷東地域支え愛隊活動センター」へ見学に

伺いました。南部地域でも、日常生活における困り事のお手伝いをするボランティアグループ立上げを目指し

て活動しているため、参考にさせていただきたいと思います。

北部第一圏域(東北、東、野火止５～８丁目)

【 協議体 】

①第一層協議体の報告

②地域の活動紹介（ファミリーサポート、地域福祉計画・地域福祉活動計画・福祉推進協議会について）

③地域活動紹介先をお訪ねしての報告

④仲間を増やすチラシづくり

⑤これからサロンをスタート！ Ｔハウスどんぐりの活動の紹介

【 北一トピックス 】

・地域との連携で、ショールームの一角を地域に開放しても良いと、地元企業様がお考えとの情報を得て、

早速現地視察してきました。12月の協議体に企業の代表の方が、参加してくださる予定です。

北部第二圏域(中野、大和田、新座、北野)

【 協議体 】

①活動報告：デイサービス「隣家」。「隣の家に遊びに行くような感覚で、気楽にお茶でも飲みにいらしてくだ

さい！」という思いから「隣家」と命名。日常生活における「当たり前」を大切にするデイサービス。

②これまでの振り返りと今後の運営について：前回からグループ討議を取りやめ、全体で行うことになりまし

たので、討議の進め方や議題、協議体の運営などについて、参加者全員から意見や感想を聴取。

③見守りの仕組みづくり：前回の議論を参考に「事業所の業務の中で見守りを行う」と「ボランティア組織で

見守りを行う」という２つの方向性を検討。見守りの内容が明確でないと、事業所がどこまで協力できるか

が分からない。異変を発見した場合、誰がどのような対応をするのかが明らかでないと機能しない、などの

問題点が指摘され、今後検討することになりました。

次回協議体開催予定

東部第一圏域：１月１０日（金）１３:３０～１５:３０ 中央公民館

東部第二圏域：１月２３日（木）１０:００～１２:００ 畑中公民館

西部圏域 ：１月１０日（金） ９:３０～１１:３０ 新座市役所

南部圏域 ：１月１７日（金）１４:００～１６:００ 堀ノ内集会所

北部第一圏域：１月 ８日（水）１０:００～１２:００ 東ふれあいの家 ＊１月は第二水曜。

北部第二圏域：１月１７日（金）１３:３０～１５:３０ 北野ふれあいの家

※参加を希望の場合は、下記までお問合せください。

問合せ 新座市役所 福祉政策課 生活支援コーディネーター

TEL:048-424-4693 FAX:048-482-5221


